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重さ： ６．０ ｇ

mm直径： ２８

mm厚さ： １．５５

管理：古代文字資料館、個人蔵

太祖ヌルハチは １６１６年に年号を天命と定め 満洲文字と漢字による貨幣の鋳造を命じ、 、

た この貨幣は そのうちの満洲文字によるものである 表面には満洲語・満洲文字 無圏点。 、 。 （

満洲文字→２）参照）によって４つの語が刻まれており、その裏面には何も刻まれていない。

また、この貨幣は“天命汗銭”のほかに “天命皇寶”とも呼ばれている。、

１）貨幣に刻まれた４つの語について

この貨幣に刻まれた４つの語は 「 １）左→（２）右→、（

３ 上→ ４ 下 の順に読まれる またそれぞれの読（ ） （ ） 」 。

み方、意味は以下の通りである。

abkai fulingga（１） （２）左 右

意味： “ （天 ”の属格形 意味：① 生まれつき福のある。天命を持つabka ）

② 福、福運、生まれながらの運、天命



han jiha（３） （４）上 下

意味： 君主、帝王、陛下、汗 意味： 銭

２ 「無圏点満洲文字」と「有圏点満洲文字」について）

「無圏点満洲文字」とは、明の神宗の萬暦２７年（ 、ヌルハチがエルデニ・バクシ1599）
とガハイに命じ 蒙古字母を基礎として作らせた文字でのことである それに対し 有圏点満、 。 「

洲文字」とは、天聡６年（ ）に太宗が達海に命じて先の満洲文字に改良を加えさせた1632
ものである 有圏点満洲文字 では 字母の傍に圏と点を加え 同字形との音を区別し ま。「 」 、 、 、

た別に漢字音を表わす字母が創成された （河内 ）。 1996
例えば 無圏点満洲文字 の用いられている 天命汗銭 では 天 属格形 をあらわす「 」 “ ” 、「 （ ）」

、 。“ ”の“ ”と 「銭」をあらわす“ ”の“ ”は、どちらも“ ”となっているabkai k jiha h

しかし「有圏点満洲文字」の場合、それぞれ“ ” “ “ｈ”＝“ ”となり、圏の有k = ”、

無により音の区別がされることがわかる。
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